
新
し
い
に
ぎ
わ
い
の
形

「
今
」と「
昔
」を
つ
な
ぐ
、

世
代
を
超
え
た

つ
な
が
り

こ
れ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

肴
町
は
活
気
の
あ
る
商
業
エ
リ
ア
で
あ
る
と
同

時
に
、
居
住
区
域
で
も
あ
り
ま
し
た
。
路
地
に

家
庭
の
物
が
物
置
代
わ
り
に
置
か
れ
て
い
た

り
、
子
供
の
声
が
聞
こ
え
た
り
、
籠
を
提
げ

た
買
い
物
帰
り
の
奥
様
が
歩
い
て
い
た
り
と
、

人
々
の
生
活
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
な

地
域
で
し
た
。
単
な
る
商
店
の
集
合
区
域
で
は

な
く
、
そ
こ
に
は
日
々
の
生
活
の
営
み
が
に
じ

み
出
て
い
ま
し
た
。

地
域
資
源
を

見
つ
け
る

ま
ち
の
温
か
み

を
感
じ
る

ま
ち
に
眠
る
地
域
資
源
。
普
段
誰
も
気
に
留
め

な
い
よ
う
な
た
だ
の
裏
路
地
で
も
、
光
を
当
て

る
だ
け
で
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。
歴
史
を
積
み

重
ね
た
す
べ
て
の
要
素
に
現
代
の
価
値
観
を
加

え
て
、
歴
史
を
知
る
人
も
、
知
ら
な
い
人
も
そ

の
価
値
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
状
況
を
作
る
こ

と
が
重
要
な
の
で
す
。

昔
か
ら
あ
る
も
の
に
現
代
の
光
を
当
て
る
こ
と
。

「
こ
れ
か
ら
の
『
街
の
使
い
方
』
を
始
め
よ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
共
に
始
動
し
た
浜
松
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
協
議
会
と
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ン
テ
ナ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
街
の

主
体
者
が
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
街
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
大
き

な
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
な
自
治
組
織
と
協
力
し
て
自
分
た

ち
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

ま
ち
の
主
役
は
若
者
だ
け
で
も
、
大
人
だ
け
で

も
、
子
供
だ
け
で
も
な
く
、
多
様
な
価
値
観
を

持
つ
一
人
一
人
全
員
で
す
。
違
う
価
値
観
を

持
っ
た
人
た
ち
が
触
れ
合
う
こ
と
で
生
ま
れ

る
、
新
し
い
化
学
反
応
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

持
続
可
能
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
誰
も
が
共

感
で
き
る
価
値
観
を
基
盤
に
し
た
、
世
代
を
超

え
た
私
た
ち
自
身
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
今
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

11 月 10 日に開催された肴町今昔博覧会内企画「路地裏であそぼ！」風景

11 月 10 日に開催された肴町今昔博覧会内企画「肴町みんなき亭」風景

11 月 10 日に開催された肴町今昔博覧会内企画「猫っ跳び史料館」風景©kamera!kamera!kamera!  
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「今」の大阪・中崎町 「昔」の浜松・肴町

こ
れ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
浜
松

ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
協
議
会
、
メ

デ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ン
テ
ナ
、

肴
町
と
が
共
同
し
て
７
月
か
ら
運
営

さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
過
程
で
、
五
回

の
意
見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
、
11
月
の
肴
町
今
昔
博
覧
会
開

催
に
向
け
て
、
意
見
の
共
有
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
写
真
は
、
第
一
回
の
意
見
交
換

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ(

次
ペ
ー
ジ
下
部

参
照)

で
調
査
し
た
肴
町
の
昭
和
50

年
代
の
風
景
で
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

進
め
る
中
で
、
昔
の
肴
町
に
感
じ
ら

れ
る
人
の
つ
な
が
り
や
路
地
裏
の
風

景
が
豊
か
な
価
値
観
に
よ
っ
て
作
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
の
肴
町
で
は
、
満
員
の

映
画
館
が
３
つ
も
あ
っ
た
り
、
お
惣

菜
屋
を
は
し
ご
し
て
晩
御
飯
を
揃
え

た
り
、
道
に
縁
台
を
出
し
て
井
戸
端

会
議
が
始
ま
っ
た
り
、
町
に
人
の
生

活
と
ふ
れ
あ
い
が
あ
っ
た
と
言
い
ま

す
。
参
加
し
た
若
い
ス
タ
ッ
フ
も
こ

の
よ
う
な
価
値
観
を
知
り
、
イ
ベ
ン

ト
の
提
案
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
し

た
。

第
二
回
意
見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
発
表
さ
れ
た
大
阪
・
中
崎
町
の
現

在
の
風
景
で
す
。
若
い
ス
タ
ッ
フ
の

価
値
観
は
こ
の
風
景
を
「
豊
か
」
だ

と
判
断
し
ま
し
た
。

中
崎
町
は
、
梅
田
駅
か
ら
徒
歩
十
分

に
位
置
し
、
戦
災
を
免
れ
古
く
か
ら

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
残
っ
て
い

た
界
隈
で
す
。
そ
こ
へ
若
い
力
が
加

わ
り
、
今
は
生
活
と
カ
フ
ェ
や
雑
貨

屋
な
ど
の
小
さ
な
商
業
が
混
在
す
る

エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
昔
博

覧
会
が
開
催
さ
れ
た
背
割
道
路
に
似

た
路
地
空
間
が
、
老
若
男
女
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
街
の
多
様

性
に
こ
れ
か
ら
の
街
を
考
え
る
ヒ
ン

ト
が
眠
っ
て
い
る
の
で
す
。

先
の
第
一
回
の
結
果
で
あ
る
昔
の
肴

町
の
豊
か
さ
と
こ
の
中
崎
町
の
豊
か

さ
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
価
値
観
で
、

肴
町
今
昔
博
覧
会
が
企
画
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

昭
和
50
年
代
の
肴
町:

写
真
提
供
松
作
商
店

そ
こ
に
あ
る
歴
史
か
ら

現
代
の
価
値
観
を
考
え
る

現
代
に
あ
る
豊
か
さ
を

確
か
め
る

「
今
」
だ
け
で
も
、

「
昔
」
だ
け
で
も
な
い
、

私
た
ち
の
価
値
観
へ

こ
れ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浜松まちなかにぎわい協議会、メディアプロジェクト・アンテナDirected by



肴町今昔博覧会レポート

意
見
交
換

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

路地裏であそぼ！
竹馬や、路上の遊び、剣玉やあやとり、三将棋、缶蹴りなど昔や今
の遊びを子供たちに教えたり、教わったりしながら、多世代のコミュ
ニケーションを図りました。

こ
れ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
11
月

の
背
割
道
路
周
辺
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
向
け
て
、
4
ヶ
月
間
、
調
査
、
提

案
、
準
備
、
実
施
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
で

運
営
さ
れ
、
そ
の
都
度
、
住
民
の
方
に

成
果
報
告
と
意
見
交
換
を
兼
ね
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
合
計
5
回
、
開
催
し
ま

し
た
。
地
域
の
小
さ
な
歴
史
の
調
査
や

大
阪
・
中
崎
町
へ
の
研
修
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
提
案
な
ど
、
毎
回
多
様
な
議
論

が
若
い
ス
タ
ッ
フ
と
地
域
の
方
々 

と

の
間
で
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ワークショップ番外編／清掃活動
イベント開催に向けて、10 月の毎週日曜日は背割道路の
清掃活動を実施しました。

肴町みんなき亭
背割り道路沿いの駐車場に食卓を並べ、来場者に朝食と晩ご飯を
提供しました。朝食は肴町で購入できる素材を利用し、夕食は肴町
の飲食店に協力していただき献立を作成しました。

猫っ跳び史料館
浜松や肴町にまつまる、大小さまざまな歴史を背割り道路沿いに
展示です。浜松市博物館の協力のもと展示される浜松市全体に関
わる歴史パネル、今年ついに解体された松菱百貨店関連の写真、
この博覧会の元になった RE05 肴町プロジェクトのワークショップ
で得られた肴町各店舗の小さな歴史など、いろいろな視点から浜
松や市民の生活の歴史を紐解き、路地裏の価値を発信しました。

昭和 30 年代の名作映画、はままつ動画チャンネルのなつかし動
画、静岡文化芸術大学学生の映像作品など新旧の動画を屋外で上
映し、同じ空間を来場者と共有しました。

路上劇場セワリ座

平成24年11月８〜10日／於 :中区肴町背割道路周辺

くりた よしき栗田 佳樹 
1991年 静岡県川根本町生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科３年

直前の計画変更などアドリブ感満載の
3 日間でしたが、無事に終了して一安心
です。企画の内容を詰めていく行程で、
様々な職業、年齢、属性の方 と々出会い、
多くの刺激を受けました。かけがえのな
い出会いの全てに感謝です。

つちや りゅうたろう土屋 龍太郎
1985 年 静岡県浜松市生まれ
浜松ホトニクス勤務

ワークショップやイベントを体験する
ことで過去と現代の良い印象や価値観
は、昔も今も良いコミュニケーションを
通じて生まれていると感じました。今回
のイベントで生まれたコミュニティから
継続的な良い関係性が生まれることを
願っています。

おりた ちあき折田 千秋
1993 年 青森県十和田市生まれ
静岡文化芸術大学空間造形学科 1 年

貴重なものを得た 4 ヶ月でした。このプ
ロジェクトに参加していなかったらまちづ
くりに携わっている人々やその方たちの努
力を知らぬまま終生過ごしていたかもし
れないと考えると、おそろしいです。さま
ざまな人 と々交流できたことは今後の人
生において貴重な体験だったと思います。

あおぬま かつや青沼 克哉
1989 年 静岡県浜松市生まれ
早稲田大学大学院修士 1 年

私は主に会場構成の面で関わってきま
したが、いちばん印象に残ったのは、
２つの背割道路が、物置や吹き溜まり
のような空間ではなく、コミュニケーショ
ンを生む公共空間として機能していたこ
とでした。これからもまた何らかの形で
肴町に関わっていけたらと思います。

学校の中でしか学習したことのなかった
学生の私にとって、今回のプロジェクトは、
初めての体験ばかりでした。特に、世代
が違う人たちと友達になれたことがと て
も新鮮で、自分の成長にもつながったと
思います。出会いに感謝するとともに、
そのつながりを大切にしていきたいです。

ばんの たかひろ坂野 貴洋
1992年 愛知県名古屋市生まれ
静岡文化芸術大学空間造形学科２年

このプロジェクトを通して、普段関わり
のない人たちと一緒のものを作り上げて
いくことで、自分の価値観が広がったよ
うな気がします。また、まちづくりに決
まった形、限界などはないということを
強く感じました。貴重な経験をすること
ができました。

なぐら さき名倉 早紀
1991年 静岡県浜松市生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科４年肴街の方たちの感謝の言葉と笑顔を見

ることが出来て心からのうれしさと感
動を感じました。肴街の方たちと共にア
イデアを出し合い、今まで見失っていた
こと に新しい価値を見つけることが出
来たと思いますし、これからの街でど
んなことが起こっていくのかが本当に楽
しみです。この縁に心から感謝です。

やました やすひろ山下 泰弘
1985年 静岡県浜松市生まれ 派遣会社勤務

肴
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
終
え
て
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
か
ら
一
言

肴町を通して私たちが知らない街の歴
史や個人の歴史等、普段関わること
のない人達から多くのことを学べまし
た。3 日間のイベントだけでなく、準
備期間も含め、スタッフとして活動で
きてとても充実してました。ありがとう
ございました。

かねた りさ金田 梨沙 
1987年 京都府京都市生まれ
パッケージ制作会社勤務

肴町の地域の方、社会人、学生など別々
のコミュニティに属する人が同じ方向を
向いてイベントを行う試みが面白く、実
りのあるものだったと思います。感謝と
反省の念がいっぱいです。これからもこ
のような試みが、別の形であれ続いてい
くことに協力したいと思いました。

ふしみ あやの伏見 綾乃
1990年 静岡県静岡市生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科 4 年

今回のイベントを通じて、RE05 のスタッ
フや浜松まちなかにぎわい協議会の方、
肴町の方々やイベントに来てくださった
お客様など、様々な 人 と々関わることが
でき、とても有意義な時間を過ごすこと
ができました。貴重な経験をさせていた
だき、本当にありがとうございました。

つかもと まゆ塚本 麻友
1991年愛知県刈谷市生まれ
静岡大学情報学部情報社会学科３年

色んな方と出会うことでそれぞれの想い
や価値観があり勉強になりました。やり
がいを感じるとはこういう事だと改めて
おもったこと、何と言っても楽しめたこ
とが 1 番大きな財産です。温かい思い
出をありがとうございました。

いとう さら伊藤 彩良
1993年 岐阜県大垣市生まれ
静岡文化芸術大学空間造形学科１年

第一回ワークショップで
は昭和の写真や地図を
使ってヒアリングを実施

地域の方々に昔の様子
を聞き出しました

ワークショップ会場は肴町公会堂をお借りして実施されました

中崎町視察の成果報告
「昔は銭湯がここにあって、、」

毎回多様な背景を持つ方が集
まり、意見が交わされました

運営スタッフは毎週日曜日
に夜遅くまで活動しましたKJ法による昔と今の価値観を比較
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